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（１）事業の目的と計画の概要

１ ．事業の目的・概要

1

・国道１号小田原箱根道路は、神奈川県の西部に位置し、東側で小田原厚木道路や西湘バイパス、西
側で箱根新道と接続し、観光交通や地域内交通、通過交通の円滑化を図る事業。

・終点側の箱根町は、全国有数の観光地であり、観光資源が複数存在。

○交通渋滞の緩和 ○交通事故の削減

○安全で快適な歩行空間の確保・沿道環境の改善

○地域振興の支援

目 的

：

：

：

：

：

：

自）神奈川県小田原市風祭

至）神奈川県足柄下郡箱根町湯本

2.2km・立体部：24.5m、一般部：22.0m

4車線

32,200台/日

平成2年度～平成26年度

約258億円

計 画概 要 かざまつり

ゆもと

位 置 図

24.5
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事後評価対象区間

国道１号 小田原箱根道路 延長2.2km

至

東
京

平 面図

至

静
岡

H27.3 全線開通 延長2.2km

暫定2車線
延長0.7km

暫定3車線
延長1.3km

凡例

開通区間

国 道

自動車専用道路

県 道

市 道

鉄 道

河 川

至

静
岡

一般部

延長1.4km

立体部（高架橋）

延長0.8km

H17.3 暫定開通 延長2.0km

区 間

計画延長・幅員

車 線 数

計 画 交 通 量

事 業 期 間

事 業 費

小田原箱根道路



（１）事業の経緯

２．事業の経緯と周辺状況

○平成2年度 ：事業化 ○平成23年度 ：箱根新道償還完了

○平成2年度 ：都市計画決定 ○平成26年度 ：全線4車線開通

○平成4年度 ：用地着手

○平成8年度 ：工事着手

○平成16年度 ：起点から山崎IC間を暫定開通（山崎ICの立体化を除く）

事後評価対象区間

国道１号 小田原箱根道路 延長2.2km

7,755台/日

至

東
京

至

静
岡

交通量：H27全国道路・街路交通情勢調査（平日24時間）

13,424台/日

平 面図

立体部（高架橋） 延長0.8km 一般部 延長1.4km

至

静
岡

箱根町
小田原市

凡例

開通区間

国 道

自動車専用道路

県 道

市 道

鉄 道

河 川

H27.3 全線開通 延長2.2km

H17.3 暫定開通 延長2.0km

暫定2車線 延長0.7km 暫定3車線 延長1.3km

28,216台/日

11,604台/日

15,089台/日

12,632台/日

15,622台/日
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（１）-１ 交通渋滞の緩和【交通状況の変化】
・国道１号現道の混雑時平均旅行速度は、開通前と全線開通後を比べると、約６割（20.6㎞/hから32.7km
/h）向上。
・小田原箱根道路の整備により、国道１号現道の風祭交差点では交通渋滞が概ね解消され、走行性が向上。

国道１号（現道）の交通状況

３．事業目的の達成状況

■風祭交差点付近の交通状況

・開通前は、風祭交差点で渋滞し
ていました。開通後は、小田原箱
根道路と現道で交通が分散し、
概ね渋滞が緩和したと感じていま
す。

出典：箱根登山バスへのヒアリング調査（平成30年10月実施）

15.0 20km/h未満
25.0 30km/h未満
35.0 40km/h未満
55.0 40km/h以上

凡例

7時

9時

11時

13時

15時

17時

7時

9時

11時

13時

15時

17時

国道１号（現道）

至

東
京

至

静
岡

開通前

撮影：平成15年

至 東京

至 静岡

全線
開通後

撮影：平成30年10月

至 東京

至 静岡

開通前

暫定開通後（H17.3）

全線開通後（H27.3）

交通が集中し渋滞発生

暫定開通では箱根方面
へのアクセスが不可能

暫定開通により渋滞が減少するも、
依然として風祭交差点に交通集中

立体部の全線開通により、
箱根方面へのアクセスが可能

風祭
交差点

風祭
交差点

風祭
交差点

交通転換により
渋滞緩和

21.2 31.0 # ## 36.6 38.2 39.6 40.7 # 34.8 29.0 36.3 36.6 37.8 ## 32.9 23.8
16.1 21.3 # ## 26.4 28.8 31.8 37.7 # 33.1 35.8 38.3 38.1 38.9 ## 31.9 21.5
27.1 33.7 # ## 34.6 34.1 34.6 37.4 # 31.7 29.3 37.2 37.1 38.3 ## 32.9 26.1
22.5 26.0 # ## 27.8 30.4 31.1 35.2 # 32.1 33.7 35.0 34.3 36.1 ## 33.0 24.7
18.7 21.3 # ## 23.1 23.3 24.5 31.1 # 29.3 29.1 29.0 30.7 35.3 ## 32.0 24.0
23.8 24.9 # ## 25.2 25.6 25.9 31.9 # 30.2 30.9 33.1 32.3 35.2 ## 32.5 24.9
22.6 27.0 # ## 26.7 28.2 29.3 35.0 # 31.6 32.6 34.1 33.5 36.0 ## 31.7 23.8
22.5 24.7 # ## 26.6 28.9 28.2 30.8 # 29.3 29.9 34.1 34.8 36.0 ## 32.0 23.3
26.6 27.1 # ## 28.2 28.1 29.0 32.2 # 29.8 33.0 35.9 35.9 36.5 ## 32.8 24.8
42.0 44.3 # ## 44.7 43.8 41.7 43.1 # 35.8 38.1 40.9 40.4 38.7 ## 35.2 27.4
48.7 47.5 # ## 46.2 44.0 40.5 42.0 # 36.3 35.5 37.5 40.3 40.8 ## 36.5 28.4
50.0 50.2 # ## 48.5 46.2 44.1 44.9 # 38.3 38.4 39.1 38.5 41.5 ## 38.1 31.0

53.4 96.4 51.6 52.2 53.5 51.0 45.6 # 45.8 40.2 48.5 46.4 38.6 ## 31.3 29.6
47.0 71.6 47.6 45.3 49.1 47.5 43.5 # 41.3 42.8 47.0 44.1 37.6 ## 30.1 29.2
48.9 61.7 50.2 49.6 47.8 48.5 41.7 # 43.3 44.4 42.2 39.7 33.5 ## 26.6 25.7
48.3 61.0 49.0 49.9 47.9 46.7 41.4 # 41.9 42.8 41.4 37.6 29.6 ## 23.5 22.6
48.5 62.1 50.0 50.6 49.3 48.4 41.5 # 42.7 39.8 36.8 33.2 26.9 ## 21.3 20.8
49.0 60.3 50.5 52.0 51.0 49.1 42.0 # 43.6 39.6 41.5 37.4 30.5 ## 22.9 22.0
49.1 59.6 49.7 50.2 49.4 49.1 42.3 # 41.9 40.4 37.4 34.7 27.5 ## 22.6 21.6
48.0 58.0 50.0 49.9 50.4 48.8 41.9 # 42.0 39.7 36.3 32.9 25.7 ## 21.7 21.4
48.6 59.2 50.4 50.7 49.6 48.8 42.3 # 41.5 40.8 35.7 32.7 25.6 ## 21.1 21.2
48.7 56.6 50.9 50.9 50.9 49.1 41.9 # 42.2 40.8 37.9 33.6 27.4 ## 23.2 22.5
48.2 56.5 49.9 50.0 49.5 47.6 40.7 # 38.2 31.6 28.6 26.2 22.0 ## 20.0 21.2
49.4 56.7 49.9 50.5 51.1 49.5 43.1 # 39.9 37.2 35.2 32.8 27.8 ## 24.3 25.0

国道1号現道
混雑時旅行速度

20.6km/h

国道1号現道
混雑時旅行速度

32.7km/h

開通前に比べ

約６割向上

資料：全国道路・街路交通情勢調査
開通前（H11）、暫定開通後（H22）、全線開通後（H27）

箱根町

小田原市

資料：ETC2.0プローブデータ（H29.4～H30.3平日）

下り

上り

事後評価対象区間

国道１号 小田原箱根道路 延長2.2km

（風祭交差点）

（風祭交差点）

風
祭

風祭

箱根口IC

箱根方面に向かう
交通が集中し
渋滞が発生

暫定開通では
箱根方面への

アクセスが不可能

国道1号現道
混雑時旅行速度

26.1km/h

○暫定開通後の
風祭交差点付近の交通状況

至

東
京

至

静
岡
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小田原箱根道路

（１）-２ 交通事故の削減

国道1号（現道）の交通事故発生状況

・平成２８年時点における国道１号（小田原箱根道路＋現道）の交通事故件数は、約６割減少。
・風祭交差点では、交通渋滞が概ね解消したことで、追突事故の割合が約６割減少。

３．事業目的の達成状況

■風祭交差点周辺の類型別事故発生件数の推移

バス運行者の声
・小田原箱根道路の開通により、小田原箱根道路と現道で交通が分散
したことで、交通事故が減ったと感じています。

出典：箱根登山バスへのヒアリング調査（平成30年10月実施）

・小田原箱根道路では、横断する歩行者がいないため、現道に比べて、
安全にバスを運行させることができます。

出典：伊豆箱根バスへのヒアリング調査（平成30年10月実施）

事後評価対象区間

箱根町 小田原市

約6割減
（21件減）

■事故類型別事故発生件数の推移（現道のみ）

追突事故が約6割減
5件→2件（3件減）

■小田原箱根道路と国道1号現道の事故件数の推移

風
祭

国道１号現道

資料：事故データ
開通前：H16、暫定開通後：H21、全線開通後：H28

至

東
京

至

静
岡

資料：事故データ
開通前：H16、暫定開通後：H21、全線開通後：H28

8

5

2

（H17.3） （H27.3）

（H17.3） （H27.3）

国道１号 小田原箱根道路 延長2.2km
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暫定開通後
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資料：暫定開通後（H21.7交通量調査結果）、全線開通後（H30.10交通量調査結果）
※：渋滞長は、東京側からの流入側を示す

抜け道の交通量は、東京方面から静岡方面に向かう交通量を示す

（１）-３ 安全で快適な歩行空間の確保・沿道環境の改善

国道1号（現道）の渋滞状況と生活道路の交通量

・国道１号現道の風祭交差点では、通勤時の渋滞が解消され、走行性が向上。
・これにより、通学路である抜け道を利用する交通量が減少し、通学時の児童の安全性が向上。

３．事業目的の達成状況

■風祭交差点の渋滞長

渋滞解消 渋滞解消

交通量減少により
安全性向上

・国道1号の渋滞の緩和により、抜け道を使う機会がなくなり、事故の危険性が下がった
と感じています。 （70歳代男性）
・抜け道を利用していましたが、渋滞が緩和した国道1号を利用するようになり、歩行者と
接触するリスクが少なくなりました。 （40歳代男性）

■抜け道（生活道路）の交通状況

事後評価対象区間

国道１号 小田原箱根道路 延長2.2km

箱根町

小田原市

至

東
京

至

静
岡

風
祭

資料：沿線市町へのWebアンケート調査（平成30年10月実施）

暫定
開通後

全線
開通後

撮影日：平成21年7月 撮影日：平成30年12月

5

■抜け道の交通量



箱根町

小田原市

湯河原町

南足柄市

静岡県

至

東
京

至 静岡 ：温泉施設

国道1号 小田原箱根道路
延長 2.2km

箱根町

東京都

埼玉県

茨城県栃木県
群馬県

千葉県

神奈川県

1,910

2,004

2,152

1,500

1,750

2,000

2,250

開通前 暫定

開通後

全線

開通後

観
光
客
数
（万
人
／
年
）

7,020

7,902

8,705

5,000

7,500

10,000

開通前 暫定

開通後

全線

開通後

観
光
消
費
額
（万
円
／
年
）

・小田原箱根道路周辺の箱根町には、日本有数の観光資源が豊富に存在。
・小田原箱根道路や圏央道の開通による北関東方面から箱根方面へのアクセス性の向上等も後押し
し、箱根町の観光客数は、過去１５年で過去最高を記録し、観光消費額が約２割増加。

３．事業目的の達成状況
（１）-４ 地域振興の支援【観光産業の支援】

■箱根温泉街のにぎわい状況

■箱根町の観光客数の変化

国道1号小田原箱根道路沿線における箱根町の観光動向

■箱根方面へのアクセス性の変化

出典：箱根町観光協会へのヒアリング調査
（平成30年11月）

・小田原箱根道路の開通と道路ネッ
トワークの進展により、北関東方面
からのアクセスが良くなり、北関東
方面からの観光客が増加し、結果
として消費額も増加しました。

■箱根町の観光消費額の変化

資料：箱根町観光客実態調査報告書 開通前（H11）、暫定開通後（H22）、全線開通後（H29）

2,152

過去15年で最高

約2割増加
道路ネットワークの進展により
箱根町へのアクセス性が向上

□小田原箱根道路周辺

立体部の全線開通により、
箱根方面へのアクセスが可能

交通転換により
渋滞緩和

6

・小田原箱根道路の開通によって、
箱根方面に行く時間が短縮された
ので行く機会が増えました。

資料：沿線市町へのWebアンケート調査：70歳代 男性
（平成30年10月実施）撮影日：平成30年11月



３．事業目的の達成状況
（２）費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化

参考）平成30年度時点における費用便益比算定

※基準年次における現在価値化前を示す。

・分析対象期間 ：開通後50年間

・総便益（Ｂ） ：約544億円（約1,036億円※）

・総費用（Ｃ） ：約444億円（約282億円※）

・費用便益比 ： 1.2

再評価時
（Ｈ16年度）

事後評価時
（Ｈ30年度）

変化の要因

事業費 約190億円※１ 約258億円※１ ・擁壁構造の変更 等

計画交通量 35,700台/日※２ 32,200台/日※３ ・将来需要交通量、推計ネットワーク等の
見直し

事業期間
平成2年度～平成19年度

（１８箇年）
平成2年度～平成26年度

（２５箇年）
・関係機関協議に時間を要したため

道路構造 4車線 4車線 ・変更なし

※１ 別途、県負担額：約１１．４億円有り
※２ H11全国道路・街路交通情勢調査に基づくH42交通量推計
※３ H22全国道路・街路交通情勢調査に基づくH42交通量推計

参考）平成16年度時点における費用便益比算定

・分析対象期間 ：開通後40年間

・総便益（Ｂ） ：約386億円（約867億円※）

・総費用（Ｃ） ：約220億円（約205億円※）

・費用便益比 ： 1.8
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４．今後の事業へ活かすレッスン
（１） 他事業との連携

湯本山崎地区住宅市街地整備総合支援事業、早川水辺プラザ整備計画、神奈川県立自然系博物館（仮称）整備計画

計画・事業名 事業主体 規模 事業期間 概要 結果（効果）

周
辺
開
発
状
況

①
湯本山崎地区住宅市街地
整備総合支援事業

箱根町
約21.3ha

推計1,650人
H12

～H19

小田原箱根道路整備に合わせ、区域内道路、連絡橋、
公園、消防詰所、集会所等の公共施設の整備、住宅開
発等、地区全体を統合的かつ一体的に再整備を行う。

・公園や集会場、地区内道路を
整備
・小田原箱根道路整備による交通
利便性の向上

② 早川水辺プラザ整備計画 神奈川県等 約6.0ha
H10

～H19
小田原箱根道路の整備と合せて、水辺プラザの整備を
行う。

・親水護岸や公園等を実施
・自然の早期保全のために
小田原箱根道路に合せて整備を
実施

③
神奈川県立自然系博物館

（仮称）整備計画
神奈川県 約2.2ha

H4

～H7
地球と生命・自然と人間がともに生きることをテーマに
活動する自然史博物館を整備。

・年間３０万人が利用

・小田原箱根道路周辺における、「湯本山崎地区住宅市街地整備総合支援事業」、「早川水辺プラザ整備計画」、
「神奈川県立自然系博物館（仮称）整備計画」等と連携した地区全体の一体的な整備を実施。

・道路構造を柔軟に対応することなどで他事業と一体的な整備を行い、地区の住環境等の向上を図り、魅力ある
まちづくりに貢献。

①湯本山崎地区住宅市街地整備総合支援事業

公園整備

至静岡

集会所

至 東京

1

地区内道路

②早川水辺プラザ整備計画、③神奈川県立自然系博物館（仮称）※整備計画

親水護岸
歩道

公園
神奈川県立
生命の星・
地球博物館

早
川

小田原
箱根道路

至 東京

至 静岡

神奈川県立生命の星・地球博物館
公
園

小田原箱根道路早川

※現在の「神奈川県立生命の星・地球博物館」
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４．今後の事業へ活かすレッスン
（２） 関係機関協議について

・小田原箱根道路では、変電所施設の再配置による鉄道側の鉄塔の新設・撤去等の計画変更により、平
成16年度～平成23年度の8年間、鉄道事業者との協議を要し、事業費が増加。

・鉄道に関わる鉄塔等の大型支障物件が想定される場合、その鉄道路線特有の潜在的な課題（電力供
給の条件等）を把握する必要があるため、早い段階からの関係機関との協議を行うことが必要。

関係機関協議結果を踏まえた計画変更の事例

至

東
京

至

静
岡

湯本変電所

箱根登山鉄道
変電所から鉄道への電力供給を止められないため、
既設の送電線を残して、切替時の送電線を設置す
る必要あり

既設鉄塔は、２つの送電線の設置には強度不足

鉄道側の鉄塔も新設・撤去

青：既設鉄塔
緑：当初の鉄塔配置計画
赤：変更後の鉄塔配置計画

既設の送電線

切替を想定した
送電線

鉄塔
（撤去）

鉄塔（新設）

鉄塔新設の
送電線

湯本変電所の既設鉄塔が、拡幅
用地内にあるため、移設が必要

湯本変電所側の鉄塔新設・撤去
鉄道側は既設鉄塔を使用
（電力供給は一時停止を想定）

当 初

変 更 鉄道側の鉄塔も新設・撤去
（常時電力供給を確保）

用地境界
（現況）

用地境界
（計画）

凡 例
：用地境界（現況）
：用地境界（計画）

当 初 変更

鉄道事業者との協議により、
箱根登山鉄道線への影響を考慮した擁壁構造に変更

（アンカー付擁壁から逆L型擁壁に変更）

鉄塔

湯本
変電所

箱根登山
鉄道

鉄塔
（新設）

至 静岡

用地境界
（現況）

用地境界
（計画）

鉄塔
（撤去）

至 東京

整備前の道路幅（2車線）

整備後の道路幅（4車線）

用地境界
（現況）

用地境界
（計画）

箱根登山鉄道線

国道１号

箱根登山鉄道線

国道１号

逆L型擁壁
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５．まとめ

（２）同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性

○本事業の実施により、事業目的である交通渋滞の緩和及び交通事故の削減、安全で快適な歩
行空間の確保・沿道環境の改善について、様々な整備効果が発現しており、今後の事後評価お
よび改善措置の必要はないものと考えられます。

（１）今後の事業評価の必要性、改善措置の必要性

○同種事業の計画・調査にあたっては、他事業と連携し一体的な整備を実施することで、地区の住
環境等の向上を図り、魅力あるまちづくりに貢献する工夫を図ることが必要である。

○当該事業は、変電所施設の再配置による鉄道側の鉄塔の新設・撤去等の計画変更となり、平成
１６年度～平成２３年度の８年間、鉄道事業者との協議に要し、事業費が増加した。鉄道に関わ
る鉄塔等の大型支障物件が想定される場合、その鉄道路線特有の潜在的な課題（電力供給の
条件等）を把握する必要があるため、早い段階からの関係機関との協議を行うことが必要である。

■対応方針（案）
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